単元指導計画　　小６　                 Hi, friends!２　Lesson3　 I can swim.　できることを紹介しよう　　　　　　　　　　　[全４時間]　　　　　　　　　　　　　　　　
	単元の指導目標
	ゲームやクイズなどの活動を通して，日本語と英語の違いや，人によってできること・できないことは違いがあることに気付くとともに，英語を使った「できる」「できない」という表現に慣れ親しみながら，友達のできること・できないことを聞いたり話したりして積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。


	時
	１
	２　Good job！シート
	３
	４　Good job！シート

	ね
ら
い
	ジェスチャーゲームを通して動作を表す語や「できる」「できない」という表現を知り，英語と日本語では言葉の使い方が違うことや，人によってできることとできないことが違うことに気付く。
	チャンツや○×クイズ，インタビュー活動を通して，動作を表す語や「できる」「できない」，「できるかどうか」を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。
	調査活動やインタビュー活動を通して，動作を表す語や「できる」「できない」，できるかどうかを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しみ，積極的に多くの仲間とコミュニケーションを図ろうとする。
	Who am I? クイズで当て合う活動を通して，動作を表す語や「できる」「できない」，できるかどうかを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しみ，積極的にクイズに答えようとする。

	英語表現
	can, can’t, play baseball, play soccer, play table tennis, play kendama, play the piano, play basketball, swim, play the recorder, cook, play badminton
	Can you~? Yes, I can. No, I can’t. 
I can ~.
	
	Who am I?

	学

習

活

動


	1.Warm-up

チャンツ「Can you swim?」をする。
2.ALT’s Time

ジェスチャーをつけながら，「できること」「できないこと」を紹介する。
3.Activity  ウ①     
                                   　　　　
(1)ジェスチャーゲームをする。

最初はT→S。その後はS→Sもやる。
(2)中間交流

　canの後につく動詞によってできることが変わるということに気付く。
(3)p.11 Let’s Listen
　　登場人物のできること，できないことを聞いて選ぶ。
(4)p.11 Let’s play 2

Who am I?クイズを行い，単元終末の姿をイメージする。
4.Evaluation
	1.Warm-up

チャンツ「Can you swim?」をする。
2.ALT’s Time
　ポインティングゲーム
p.10を使いcanの時は指を差し，can’tの時は指を差さない。
3.Activity  イ①②                                        　　　　

(1)○×クイズをする（HRTに対して）
１つ絵を見せて，児童に○×を予想させる。

(2)p.10 Activity1
　ペアができるかどうかを予想し，Can you~?を使って聞き，Yes, I can. No, I can’t.で答える。
自分はできるけど，相手はできそうにないことを１つ入れて会話する。


4.Evaluation
・Good job！シートで振り返る。
	1.Warm-up

チャンツ「Can you swim?」をする。
2.ALT’s Time
できることビンゴ。ALTのできることを予想してビンゴをする
3.Activity  イ①②，ア①                                        　　　　

(1)仲間ができることを予想する
(2)インタビュー活動Ⅰ（Ｇ内交流）

(3)中間交流：よい姿，困った点の交流
(4)インタビュー活動Ⅱ（学級内交流）
　調査したものをまとめる。
(5)グループの中で誰か１人を選び，
Who am I?クイズを作る。
4.Evaluation
	1.Warm-up

チャンツ「Can you swim?」をする。
2.ALT’s Time
　Who am I?クイズ　学校の先生の誰かを
当てるクイズをする。

3.Activity　ア②，イ①                                        　　　　

(1)Who am I?クイズ（前時に作ったもの）

選んだ１人についてグループの中で分担しながら全員が仲間の前で発表する。聞いている方は，これま
での学習を生かして
の誰かを当てる。
4.Evaluation
・Good job！シートで振り返る。

	評価
	ウ①（観察・ワークシート）

	イ①（観察）
イ②（観察）
	ア①（観察・ワークシート）

イ①②（観察）
	ア②（観察・ワークシート）
イ①（観察・ワークシート）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	[単元における評価の観点]

	ア　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度
	イ　外国語への慣れ親しみ
	ウ　言語や文化に関する気付き

	①自分から積極的に仲間に質問をしようとしている。
②仲間のクイズの内容を意欲的に聞き取り，積極的にクイズに答えようとしている。
	①動作を表す語や「できる」「できない」という表現に慣れ親しんでいる。
②できるかどうかを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しんでいる。
	①日本語は「～できる」で全てを表現できるが，英語は“canの後にくる動詞”で表現することや，人によってできることやできないことが違うことに気付いている。


Who am I?クイズによって，聞くことと仲間の新しい発見の両方に目を向けさせたい。





誰が言っているのか分かりやすくする。








「できること」「できないこと」を聞いたり言ったりしよう。





T: I can 野球のジェスチャー.


T: I can’t 料理のジェスチャー.


T: Can you cook?





「できること」「できないこと」を友達に聞こう。





S: Can you ~? T: Yes, I can.


S: Can you~? T: No, I can’t.





S1: I can play baseball. Can you play baseball?


S2:No, I can’t.





仲間ができることを予想してインタビューしよう。





S1: Hello.       S2: Hello.


S1: I play baseball. Can you play baseball?


S2: No, I can’t. I can play soccer. Can you play soccer?


S1: Yes, I can. I can play soccer.


S2: I can cook. Can you cook?


S1: No, I can’t. You are good.


S2: Thank you. See you.


S1: See you.





自分ができるかできないかを言ってから質問する。





「できること」「できないこと」を聞いて、誰かを当てよう。





S: Hello. I can play baseball. But I can’t play basketball. I can cook. I like curry and rice. I can be a baseball player. Who am I?





can, can’tを使って紹介する。canだけでは伝えにくい部分はヒントを既習で出す





Lesson3では，仲間のことを紹介するが，Lesson8では，自分のことを堂々と話せるようになろうと担任から話す。





初めて知ったことに反応を示す児童を認めるとよい。








